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サ トウキビにおける加水分解酵素および

酸化酵素に対するシリコンの生体外的影哲

(Alexander,A.G.プ ェル トリコ,Procee･

dingsISSCT 13th Congress-Taiwan-P532)

Siのサ トウキビの酵素に対する作用 を生休 外で 実 験

した.Siと加水分解酵素および恨化酵素 との関係 を 砂

排栽培の生休内で調べた.一 連 の触 媒 を.Siの"Le当 り

0.001か ら100pモルのもとで作用させた. これ らはイン

バターゼ,ア ミラーゼ,酸性 フォスフアクーゼで,B-

グ リセロフォスフ .i- ト,アデノ ミソ トリフオスフェイ

T, クリJソデ ィフォスフオグルコーズ,クリ･Jソ トリ

フオスフ sイ ト,グルコ-ズー6-フォスフ ェイ ト,2-

フォスフオグ リック酸であったが,他にオキVダーゼチ

ロVナ-ゼお よび過恨化酵累であった.

一般に Siはインバーターゼ,ア ミラーゼおよびフォ

スフアダ-ゼを阻′.17した.SiのmC当り9-27Iムモルで,

フォスフアダーゼの強い抑制があった.アデノミン トリ

フオスフェイ トの加水分抑 まSiの27FLモルで影斡され

なか ったが,クリLyソデイフォスフオグルコーズおよび

2-フォスフオグ リセ リヅク徴に封する作川は昭光上停

止 した.韮JEを多 くしてもSiの阻';I:力を低 下 しな かっ

た.

インバーターゼお よびア ミラーゼは全休 として Siの

3-9ILモルで不活性であった.この ことはぺ-パーク

ロマ トグラフィで確認 した.インバーターゼの阻害はメ

リチ トーズや ラフ ィノーズを庶糖の代 りに用いた場合に

は幾分不十分であった ことか ら酵薫- Si凌合体 として

存在する一方基質一構 成 物 としても存在することが考え ら

れる. Siを透析やゲル備別に よって/分離す,TJ試みは成

功 しなか った.フォスフアタ-ゼの.gj合に示 された よう

に Siの阻害は基質の繊度に関係 しなかった･

過硬化酵素は SiのO.01JLモルで明 らかIHI_阻害された

が Siを1000倍にしても完全な阻苦はみ られなか った.

それで 2つの過酸化酵来反応定数のうち一つだけが Si

に よって影轡されると考えられる.チロVナ-ゼは Si

rLよって阻召されなかった.チロVブ一一ゼを愉いて珪体

外でのデータは砂耕栽培のサ トウキビでてl.持 直た紬黒の

正 しい ことを示 した. Siは炭水化物目端 .,W 手機および榊
の合成並びに代謝の/l:.,化′t]t･'帝'･J媒介物にl児係する酵素を調

節す る附 則を市することが考えられる.そ して 全 休 の

Siに加えるに二F･.｣動はよぴサ トウキビの可溶粧Siの含3Ij:

についても.サ トクキビの/日ヒ学における Siの作用に

ついてももりとTj忠義な知見を得るための研究が必要か

と,LTlう. (抄録 狼 沼 ニ)


